
嘉瀬川河道の変遷と多布施川

嘉瀬川（旧佐嘉川）旧河道が筑後川によって西へ徐々に移動
縄文
時代 

今から八千年前の東名縄文遺跡（巨勢川調整池に埋戻して現状保存）は、
有明海の入り江に面した嘉瀬川の河口にあったと想定されます。

①
【奈良時代の本流】（肥前国庁⇒諸富大津⇒有明海への重要な水路交通路）
肥前国庁跡は、川上扇状地の陸路と水路交通網の要衝に位置する。
市の川⇒巨勢川⇒佐賀江川⇒筑後川に合流し有明海に注ぐ

②
【平安・鎌倉時代の本流】
本流はさらに西に移動して、八田江湖（八田江）の線まで移る。

③
【多布施川】
律令時代は、流域の条理地域を潤していた。戦国時代は、嘉瀬川の分流
（平安・鎌倉時代は本流）として、石井樋の前身の北村井樋から取水。

④
【戦国時代の本流】
本流は、さらに西に移動して、本庄江の西の方に移る。

現在
【現在の本流】
近世初頭に現在の河道に収まり、成富兵庫茂安が石井樋と筑後川に千栗
土居（堤防）を築いたことで、河道が安定し現在に至る。 

成富兵庫茂安は、400年前に石井樋を構築
1.「水を走らせず、どうすれば水がゆっくり歩るか」を考えて
石井樋を構築し、嘉瀬川の河道が安定して、現在に至る。

2.多布施川に綺麗な水を必要量取り込み、余分な水は、本流
に戻して、下流(低平地)へ流す。

多布施川の流路の概要     多布施川の水供給と排水システム（井樋・水路網）
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～人と生き物がつくる佐賀の宝の川～

市街地を流れる多布施川の昔と今

出典：佐賀市史第一巻 地理的環境佐賀平野の水誌嘉瀬川p 67-71多布施川と小津江、本庄江湖ｐ81-87
佐賀市の川と橋深川保著佐賀市建設部監理課嘉瀬川ｐ2多布施川ｐ22大覚寺井樋水路ｐ66
縄文の奇跡 東名遺跡 歴史をぬりかえた縄文のタイムカプセル 佐賀県教育委員会

注）この鳥瞰図は、嘉瀬川河道の西への移動をわかりやすく説明するため、下記出典資料に記載
してある内容から、嘉瀬川の旧河道（平常時に流れる本流）をイメージ的に記入したものです。

      当時は、ここに掲載している本流のほか、洪水時や水量が多いときに流れる幾筋もの分流
が存在し、分流の一部は、平常時にも利用されていたと想定されます。
現在の海岸線で作成した鳥瞰図のため、当時有明海であったところは、澪筋だったと想定され

ます。 ※澪筋（みおすじ）：海ではデルタ河口部の浅海や干潟地帯で、１～５ｍ位の深さで水の流れる筋が澪筋です。

⑧大井手堰

⑨象の鼻

⑩天狗の鼻

⑪石井樋
(多布施川取水口) ⑭大井手幹線水路から取水⑬大井手幹線水路（上流部）

多布施川へ２か所からの取水。

1.嘉瀬川⇒川上頭首工⇒大井手幹線水路（上流部）⇒多布施川
農業用水として

2.嘉瀬川⇒石井樋⇒多布施川
河川維持用水（水質維持・生態系保護等に必要な水）として

参考資料:多布施川の水を考える 佐賀市水対策市民会議資料

参考資料：水の恵みを未来へと 石井樋と佐賀の水 国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所

出典：大井手分水工の説明看板図に流路を追加記入

多布施川は、嘉瀬川本流の大井手堰から、象の鼻と天狗の鼻の間を流れる
嘉瀬川分流の左岸にある石井樋から取水し、自然堤防が残り、名前の由来と
なった多布施方面へ、植木井樋、城井樋、後毛井樋、御茶屋井樋などで、市内
を巡る水路網へ配水しながら神野公園の東側を流れ下ります。
長崎本線の鉄橋を越えた大井手分水工で、天祐寺川（大井手幹線水路）へ

分流した後、南東方向に流路を変え、自然堤防が残る栄橋手前で大きく東に
流路を変えます。
このあたりから堤防はなくなり、東⇒南⇒東⇒南へと流路を直角に変えなが

ら、多布施井樋、大覚寺井樋、善左衛門井樋、辻の堂井樋、松原井樋などで配
水して、北堀取水井樋、西堀取水井樋で北濠と西堀に配水し、北御門から城
内に入り、栄城橋から流路を北⇒東⇒北⇒東へと逆流するように変えて東御
門から城外に出る。 ここから龍谷高校の下を通って、南濠の東側を流れ、筋違
橋の所で南濠へつながる水路へ配水した後、東⇒南へと流路を変えながら大
崎樋門まで流れ下り、八田江に排水します。 （全長約9.5ｋｍの一級河川）

多布施川の主な井樋と水路図

⑯蛎久井樋 ⑱植木井樋 ⑲城井樋 ⑳御茶屋井樋 ㉓大覚寺井樋

㉛大崎樋門

㉑大井手分水工

㉔善左衛門井樋 ㉗松原（ポンポン）井樋 ㉘北堀取水井樋と北濠 ㉙南濠井樋（自然排水） ㉚南濠起伏堰（取水と強制排水）

飲料水としての重要な水源
多布施川は、大正１３年前までは飲料水として利用され、昭和２9年３月からは

  神野浄水場の水道用水として、今も私たちの生活を支える重要な水源となっています。

疎水百選の多布施川（大井手幹線水路）
昔も今も、農業用水として重要な水源になっています。
疎水百選：平成１７年度に農林水産省が日本の美しく豊かな“水・土・里”を育て

ていくことが重要と考え農業用水をテーマに、「疎水百選」を実施し、国民投票など
で選ばれました。

「水清く白砂青松の川」から現在は「桜の川」へ
市民の憩いの場や水遊び場として、昔も今も利用されています。
昔は、屋形船による舟遊び蛍狩り、桜の花見、水遊びなど。
今は、カヤックやボートによる川下り、桜の花見、ウォーキングやサイクリング。
夏の期間だけ開設される水遊び場など。

生き物たちが示す清流多布施川の水質（スコア値）
スコア値とは、水生生物による河川の水質調査法の１つ「スコア法」で使われる水生

生物の指標値。１から10の数値で、１が最も汚い水域、１０が最もきれいな水域で、多布
施川では、下記のような指標生物（平均スコア値7程度）が確認されています。

サイクリング(多布施川ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ）

成富兵庫茂安は、４００年前佐賀城造営にあたり、農閑期に農民と一緒に天井川の嘉瀬川旧可道と東西に延びる微高地を利用して、石井樋で
取水した用水を供給する基幹水路として改修し、佐賀城堀の防衛水・飲料水・日常用水・反射炉の用水・周辺地域の農業用水を供給する井樋か
らつながる約2000ｋｍに及ぶ水路網を整備し、水配分にも配慮した水供給と排水システムを作り上げました。

桜の並木 （2020.4.2旧植木橋上流）昭和の初め頃の多布施川の松並木（神野競馬場付近）
出典：「全国地方競馬場写真帖」昭和13年頃 帝国馬匹協会作成

トゲナベブタムシ
ナベブタムシ科スコア値7
環境省ﾚｯﾄ゙ﾘｽﾄ2020 絶滅危惧II類（VU）
佐賀県ﾚｯﾄ゙ﾘｽﾄ2023絶滅危惧II類種

コオニヤンマのヤゴ
サナエトンボ科スコア値7

ゲンジボタルの幼虫
ホタル科スコア値6

モンカゲロウの幼虫
モンカゲロウ科スコア値8

カヤックで花見川下り
㉜夏に開設される遊泳場
親子のモニュメント （護国神社横）

多布施川の主な井樋（全体では３８か所）と水路網
⑯蛎久井樋：蛎久水路⇒新川⇒本庄江 ※井樋：川から川や水路に水を引くための施設【取水口】（土木用語集）

⑰ヨカミゾ井樋: ﾖｶﾐｿ゙ 水路⇒大溝都市下水路⇒十間堀川⇒三間川⇒巨勢川⇒佐賀江川【水路交通の役割】
⑱植木井樋: 植木水路⇒新川又は上碇川⇒本庄江
⑲城井樋: 新村川⇒大溝都市下水路⇒十間堀川⇒三間川⇒巨勢川⇒佐賀江川又は

新村川⇒古小川・長堀川・小水路⇒十間堀川⇒佐賀江川       
⑳御茶屋井樋: 御茶屋井樋水路⇒神野公園⇒地蔵川又は上碇川⇒本庄江
㉑大井手分水工: 天祐寺川（大井手幹線水路）の取水口⇒東与賀町方面へ農業用水供給 
㉒多布施暗渠: 多布施川との交差地点で、立体交差で十間堀川と地蔵川【外堀・水路交通

        の役割も担う】を結ぶ暗渠
㉓大覚寺井樋: 大覚寺水路⇒小津江（戦国時代の多布施川本流）⇒本庄江
㉔善左衛門井樋: 善左衛門水路⇒古江湖川⇒八田江
㉕小林井樋: 小林井樋水路⇒裏十間川又は紺屋川【水路交通の役割】⇒佐賀江川
㉖中の小路井樋: 中の小路井樋水路⇒裏十間川【水路交通の役割】⇒佐賀江川
㉗松原（ポンポン）井樋：松原川⇒裏十間川⇒佐賀江川
㉘北堀取水井樋・西堀取水井樋： 北濠・西濠への取水口⇒濠⇒南濠井樋（排水）⇒古江湖川⇒八田江
㉙南濠井樋： お濠の排水口【大雨が予想されるときは、井樋を開けて、自然排水して濠の水位を下げて、お
濠を調整池（容量：最大58,000トン）として活用】⇒水路⇒古江湖川⇒八田江

㉚ 南濠起伏堰： 南濠への取水口【大雨が予想されるときは、あらかじめ起伏堰を立てて、濠の水を多布施川
        に強制排水して水位を下げ（さらに6，400トンの容量を確保）、お濠を調整池として活用】
㉛大崎樋門： 多布施川の最下流⇒八田江
少し上流部に八田江ポンプ場があり、大雨の時は多布施川の水を八田江へ強制排水します。

参考資料：佐賀市の川と橋 深川 保 著 佐賀市建設部監理課 ・ 佐賀市河川図 ・ 多布施川を中心とした水供給システムに関する研究 島谷幸宏 野副文啓 ・ 佐賀市ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ/main/html/rd/p/000000120.000055607.html 

松原川

佐賀城

石井樋施設群配置図

嘉瀬川河道の変遷 図

問い合わせ先
エスカルゴｃｃ

出典：佐賀環境フォーラム水環境班調査 

森川海人っプロジェクト
２代目キャラクター
森川海人くん

※赤字の河川は、江湖と呼ばれる感潮河
川で、排水の役割を担う。
※緑字の河川は、排水河川で、下流では
農業用水供給河川の役割も担う。
（上流で集めた排水を下流で農業用水と
して供給して水を再利用する。）

2.石井樋施設群（きれいな水を必要量取り込む施設）

番号 施 設 名 役 割

⑧ 大井手堰 1.土砂がまざった嘉瀬川の水は象の鼻で流れが川の中央に
   寄り、大井手堰にぶつかります。そのとき水に含まれた土砂の
   一部が川底に沈みます。
2.大井手堰にぶつかった水は逆流してゆるやかな流れになり、
   土砂を少しづつ川底に沈めながら象の鼻と天狗の鼻の方へ
   流れていきます。
3.象の鼻と天狗の鼻の間を通るうちにさらに流れはゆるやかに
   なり、土砂のないきれいな水を石井樋に導きます。

⑨ 象の鼻

⑩ 天狗の鼻

⑪ 石井樋
必要な水量を多布施川に流し、余分な水は、二の井手堰を
越えて本流へ戻します。

⑫ 二の井手堰 余分な水を本流へ戻します。

3 川上頭首工から多布施川への取水施設
⑬ 大井手幹線水路 川上頭首工で取水した農業用水を、多布施川等に送ります。

⑭ 多布施川取水口 大井手幹線水路から送られてくる農業用水を多布施川へ流します。

1．石井樋施設群（水の流れを弱め、洪水を防ぐ施設）
番号 施 設 名 役 割
① 川幅を広げる 川幅を広げて、川の流れを弱めます。
② 荒 籠 川の流れの向きを変えたり、弱めたりして堤防を守ります。

③ 内堤防

平常時に、川の流れを集めて流量を確保して、取水しやすいよ
うにします。 
洪水時、内堤防を越えた水は遊水地にあふれさせ、更に野越
から平野に流します。

④ 竹 林
あふれてきた川の水の勢いを弱め、土砂やごみなどが遊水地
の畑に流れ込まないようにします。（フィルターの役目）

⑤ 遊水地(畑） 大雨の時に一時的に水を貯水して、下流の洪水等を防ぎます。

⑥ 本堤防
遊水地の水を受け止め、遊水地で受け止められなくなったと
きは、野越を通じてあふれさせて、堤防外の広い範囲で水を受
け止め、洪水の被害を抑えます。

⑦ 野 越
堤防の一部をわざと低くして、洪水時にここから川の水を堤
防の外にあふれさせ、堤防を守ります。2019.4.1蛍川橋下流 撮影 

番屋

成富兵庫茂安
君水功之碑

㉛

⑮

※河道（かどう）：川の流れ下
る道筋。堤防がある場合は、堤
防と堤防に挟まれた区間を指
すことが多い。（土木用語集）

（土木用語集）

多布施川流域ガイド



多布施川に架かる主な橋（全体で５４か所）とタナジ（棚路） 多布施川の四季風景

多布施川の桜と蛍

ツバキカンザクラ ２月中旬 カンヒザクラ ２月下旬 ヨウコウ 3月上中旬 ヤマザクラ 3月中下旬 ソメイヨシノ 3月下旬 ヤエベニシダレ 3月下旬 ギョイコウ 4月上中旬 

上記以外の桜の 種類と開花時期(早咲きの桜の開花時期は、年によって変動が大きく、2025年は、例年より１か月遅れた種類もありました。 ） 

カンザクラ 1月中旬 カワヅザクラ ２月中旬 シナミザクラ ２月下旬 ケイオウザクラ 3月上旬 コヒガン 3月上中旬 イトザクラ（ｼﾀ゙ ﾚｻ゙ ｸﾗ） 3月中下旬

オオシマザクラ系 3月下旬 オモイガワ 3月下旬 カンザン 4月上旬 イチヨウ 4月上旬 フゲンゾウ 4月上旬 ウコン 4月上旬

多布施川のホタル 

※2種類とも夜行性のため、昼間は、木や草の葉の裏などで休んでいる。

ヘイケボタル ホタル科
観察５月中旬～7月上旬

ゲンジボタルとヘイケボタル
は、ともに幼虫の期間を水の中
で暮らす水生ボタルで、卵、幼
虫、蛹、成虫のすべてが光る発
光生物です。
ホタルは、種類や地域によっ
て光りかたが違います。

ゲンジボタル ホタル科
観察５月中旬～６月上旬

ゲンジボタル飛翔2019.5.26嶋取川
（多布施川河畔公園の西側水路）

多布施川流域の桜の観察ポイント ①栄橋⇔神野公園⇔植木橋（ｿﾒｲﾖｼﾉ） 植木橋⇔多布施川河畔公園(ソメイヨシノ等約２０種) おもいやりの森(ソメイヨシノ等約１０種)  

ホタル観察のマナー（蛍の成虫は１週間ほどの命､餌はとらずに水だけ飲んで､命を次につなぎます｡）

●夜行性のホタルは光の合図で と が出会って繁殖するので、ホタルや生息地を懐中電灯などで照らさない。
●ホタルの生息地に入らない。●ホタルを持ち帰らない。●大声で話したりして､住民の方に迷惑を掛けない。

多布施川流域でホタルを確認できた水路
●多布施川河畔公園水路（ゲンジボタル･ヘイケボタル）
●五領川(ゲンジボタル･ヘイケボタル) ●嶋取川(ゲンジボタル） 
●蛍川（ゲンジボタル･ヘイケボタル）※数匹見かける程度に減少。

●植木水路（ゲンジボタル） ●若宮水路（ヘイケボタル）
●多布施水路（ゲンジボタル）●大覚寺水路（ゲンジボタル）

佐賀市史下巻ｐ471に「水は川上、さくらは、神野、夏は多布施の舟遊び、フッと見そめた娘の肩に、憎くや蛍が飛んで来る」と歌に紹介されているように、桜と蛍は昔から人々を魅了してきた文
化的生物であり、今も多布施川を代表する生き物です。 蛍が姿を消した時期もありましたが、最近は佐賀市中心市街地の人工照明が少ない水路では蛍がみられるようになってきています。
   桜は、大正12年（1923年）に神野公園が鍋島家から市へ移管された頃から堤防美化のため、公園北側の二挺井樋（現在の御茶屋井樋）付近から大曲（栄橋付近）まで、楓などと一緒に植
えられたようです。その後、上流部は、河畔公園整備などで植えられるようになったと思われます。 現在、樹齢50年を超える桜の樹勢の衰えが目立ち、枯死する桜が増えてきていて、佐賀市で
は、桜並木を守るため、桜の苗木の植樹が進められています。
また、佐賀市がパークメイト（公園ボランティア）と協力して、遊歩道沿いの桜などの樹木に樹名板を設置する活動がなされています。 ※出典：神野（神野小学校百周年記念誌）ｐ165-166

多布施川のサクラ（バラ科） 注）桜については、専門家によるの監修は受けていません。  

多布施川には、江戸時代に造られた一番古い「善左衛門橋」や日本土木学会選奨土木遺産の「栴檀橋」（日本最大級の石桁橋）、最近架け替えられた「植木
橋」などがあり、一番上流の石井樋橋から一番下流の新郷橋まで、54所の橋が架かっていて、名称や竣工時期も様々で、橋めぐりするのも面白いと思うよ。
また、多布施川の川筋には、かっては飲料水などの水くみや洗い物で使用し、人々のコミュニケーションの場となっていたタナジ（棚路）なども残っているよ。

㊲栴檀橋 1924.7竣工
日本最大級の石桁橋（選奨土木遺産）

㉝石井樋橋 1979.9竣工
最上流に架かる橋

㉟蛍観橋 1988.3竣工
多布施川左岸側人工河川蛍川に架かる橋

㉞長瀬橋 1971.3竣工
佐賀城下の長瀬町に移り住んだ刀工の出身地

㊱植木橋 2025.11竣工
多布施川で最も新しく架け替えられた橋

㊳多布施川橋梁
1895年開通の長崎本線に架かる鉄橋

㊴開運橋 1935.5竣工
佐賀城下の多布施町と岸川町に架かる橋

㊵伊勢多布施橋2001.9竣工とタナジ
この周辺は、映画「悪人」のロケ地

㊶善左衛門橋1764.7竣工 
善左衛門が私財で架けた石橋で、明治３３年に
一部補修（橋の右側に古い橋脚が残っている。） 

護国神社横のタナジ
昔は、川舟による水路交通の発着地点

㊸赤松橋1936.3竣工
多布施川は、ここからお濠を超えて城内を流れる

㊹厩橋1990.3竣工とタナジ
多布施川は、この付近では上流方向へ流れる

㊺本丸橋 1974.10竣工
東御門から本丸へ続く道に架かる橋

㊻新郷橋 1993.3竣工
多布施川の最下流に架かる橋

おもいやりの森（公園）
1月に咲く寒桜など10種類ほどの桜が見れる

佐賀馬鉄の停車場跡の碑 
明治37年に馬責場場～諸富間で営業 

万部島 （万部塔11基がある）
歴代藩主が法華経一万部を読誦させ納経

佐賀城鯱の門(佐賀城跡）
佐賀城本丸歴史館（城の歴史等を展示）

東御門跡（城内への入り口）
このほか、北御門・西御門・裏御門があった

神野公園（隔林亭）
 ここでお茶をいただける（有料）

神野公園トンボ池 
トンボのモニュメントあり、チョウトンボなどが生息

多布施川左岸の人工河川蛍川
多布施川から分流し流路約500ｍで本流に戻る

多布施川河畔公園東屋
多布施川の生き物紹介パネルが設置

多布施川河畔公園ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ水路
ゲンジボタルとヘイケボタルが共に生息

さが水ものがたり館
石井樋など川や水に関する学習施設

さが水ものがたり館展示
石井樋施設群のジオラマ模型

多布施川流域の主な史跡と公園

多布施反射炉跡記念碑
幕府の依頼でお台場に設置する大砲を製

作するために築き、水車の動力で砲身を削る
佐賀藩科学技術研究所跡碑 
蒸気機関車模型の走行試験の様子（右）

⑭

カルガモ カモ科 【留鳥】
全長 雄63cm・雌5３cm
2020.3.15多布施川 撮影

コガモ カモ科 【冬鳥】
全長 雄41cm・雌38cm

2021.1.2多布施川河畔公園 撮影

多布施川流域で見られる主な草花

多布施川流域で見られる主な樹木 

ホトケノザ シソ科
1－5月

2014.3.19多布施川撮影

新緑風景 ㊱植木橋上流
2020.4.2撮影

夏風景 ㉞長瀬橋上流
2025.8.28撮影

桜風景 ㉟蛍観橋下流
2011.4.5撮影

紅葉風景 ㊱植木橋上流
橋は旧植木橋 2014.11.5撮影

雪景色 ㊳ＪＲ多布施川橋梁上流
2016.1.24撮影

紅葉風景 ㉞長瀬橋下流
2014.11.5撮影

ミナミメダカ メダカ科 全長4-5cm 
環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ2020 絶滅危惧II類（VU）
佐賀県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ2016準絶滅危惧種
2018.6.17多布施川河畔公園 撮影

ムギツク コイ科 全長8-15ｃｍ
2016.6.26城井樋 撮影

多布施川流域で見られる主な淡水魚 ※全長：体の最も長い線。（体の前端から真っすぐに伸ばした状態の尾びれの後端まで） 出典：山渓ハンディ図鑑「日本の淡水魚」第４版山と渓谷社

多布施川流域で見られる主な昆虫 ※ ：成虫活動期間の略。 開張（チョウ/ガ）：羽を広げた時の大きさ。 全長（トンボ）：頭の先端から腹部の後端までの長さ。

ヤリタナゴ コイ科 全長5-10cm 
環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ2020準絶滅危惧（NT）  

2016.7.17蛍川撮影

カマツカ コイ科 全長12-20ｃｍ
2016.10.12蛍川 撮影

オイカワ コイ科 全長12-15ｃｍ
2023.6.24城井樋 撮影

アリアケスジシマドジョウ
ドジョウ科 全長 6-9cm

環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ2020 絶滅危惧IB類（EN）
佐賀県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ2016絶滅危惧Ⅰ類種

2016.11.23蛍川 撮影

アオハダトンボ カワトンボ科
全長55-63ｍｍ ５－8月 

環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ2020準絶滅危惧（NT）
佐賀県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ2023準絶滅危惧種
・ 2019.5.14多布施川河畔公園 撮影

 

ハグロトンボ カワトンボ科
全長54-68ｍｍ 5-10月

2018.8.20多布施川 撮影
2019.6.19多布施川河畔公園 撮影

マユタテアカネ トンボ科
全長30-43ｍｍ 6-12月

2018.9.4多布施川撮影
2014.9.10多布施川撮影

  

コオニヤンマ サナエトンボ科
全長75-93ｍｍ 5-10月

2018.6.28多布施川撮影
2014.9.10多布施川撮影

 

タテハモドキ タテハチョウ科
開張55-60ｍｍ 成虫越冬 冬季以外

左：2018.8.7神野公園 撮影
右： 2018.8.24多布施川 撮影

活

クロマダラソテツシジミ
シジミチョウ科 開張25ｍｍ

未土着種で、県内では主に9-11月に確認
2023.9.13多布施川 撮影

２種類とも南の蝶ですが、近年は佐賀でもよく見かけるようになってきた。

凡例：地図内の番号は、パンフレットの写真番号
：蛍観察㌽ ：桜観察㌽ ：紅葉㌽
：樹木観察㌽ ：ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ
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石井樋施設群：①～⑮及び  は、表面の石井樋施設群配置図に記載

オオイヌノフグリ オオバコ科
1－5月 帰化植物

2013.4.9多布施川撮影

マツバウンラン オオバコ科
4－5月 帰化植物

2014.4.24多布施川撮影

ノアザミ キク科
4－8月

2014．５.１０多布施川撮影

マルバルコウ ヒルガオ科
8－11月帰化植物

2014.10.3多布施川撮影

アキノノゲシ キク科
9－11月

2018.9.4多布施川撮影

マガモ カモ科 【冬鳥・留鳥】
全長 雄61cm・雌5３cm
2014.1.13多布施川 撮影

アオサギ サギ科 【留鳥】
全長 9３cm

2013.3.21多布施川 撮影

バン クイナ科 【漂鳥・留鳥】
全長 32cm

2013.3.21多布施川 撮影

キセキレイ セキレイ科
【漂鳥・留鳥】 全長 20cm

2015.2.28多布施川 撮影

エノキ アサ科
高木 落葉 4-5月

2025.10.14蛍川橋南左岸 撮影

クスノキ クスノキ科
高木 常緑 4-5月
2025.10.16栴檀橋 撮影

ナンキンハゼ トウダイグサ科
高木 落葉 6-7月

2025.10.15多布施川河畔公園 撮影

イロハモミジ ムクロジ科
高木 落葉 4-5月

2025.10.14蛍観橋南 撮影

センダン センダン科
高木 落葉 5-6月

2025.10.16栴檀橋 撮影

アイグロマツ マツ科 高木
5月 2025.11.27新栴檀橋右岸撮影
黒松と赤松の交雑種で、黒松に近いものをいう。

全長：嘴の先から尾の先までの長さ。 留鳥：ある地域で１年中見られる鳥。 漂鳥：北日本や山地で繁殖し、冬期に西日本などの暖地や低地に移動するような比
較的短い移動をする鳥。 夏鳥：春に南の地域から渡ってきて繁殖し、秋には南の地域に渡って冬を過ごす鳥。 冬鳥：秋に日本より北の地域から渡ってきて冬を越
し、春には北の地域に戻って繫殖する鳥。 旅鳥：日本より北で繁殖し、日本より南で冬を越す鳥。 出典：フィールドガイド 日本の野鳥公益財団法人日本野鳥の会

：花が咲く時期

：花が咲く時期 帰化植物：外国から日本に侵入し定着した植物。 出典：校庭の雑草図鑑 上赤博文著 南方新社

くすかぜ広場ＡＲＫＳ 

多布施川の流域地図
右のＱＲコードでGoogle Ｍａｐのガイド地図が見れます。

石井樋橋
長瀬橋

桜橋

新
長
瀬
橋

蛍川橋
蛍観橋

㉞
植木橋

多布施川橋

神
園
大
橋

公園北橋
栴檀橋

新栴檀橋

昭和橋
多布施橋

新
青
木
橋

多
布
施
新
橋 三角橋

伊勢多布施橋

栄
橋

赤松橋

若草橋

通学橋

赤松橋

干城橋

⑮

多布施川流域で見られる主な野鳥

注）ホタルについては、専門家によるの監修は受けていません。

森川海人っプロジェクト
初代キャラクター
森川海人くん
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